
 

会 議 録 

 

会 議 名 佐久市天体観測施設運営委員会                                                    

日 時 6月 3日（金） 午後 2時 00分～3時 10分 

場 所 佐久市天体観測施設 研修室 1 

出 席 者 委員 7名 

 事務局 4名 

 

【内 容】 

 

１ 開 会 

 

 

２ あいさつ 文化振興課長 

 

会長選出・委員自己紹介 

 

 

３ 会議事項 

（１）令和 3年度事業報告について 

別添事業報告書のとおり事務局より説明。 

 

（２）令和 4年度実施予定事業について 

別添実施予定事業のとおり説明。 

≪質疑≫ 

委員：新型コロナウィルス感染防止に関して、コロナ以前の状態に戻してよい段階 

ではないという共通認識があるだろうが、感染警戒レベルが 2に下がり、何が何で 

も中止・制限という段階でもなくなっているように感じます。例えば、更に警戒レ 

ベルが下がって 1になったら、予約不要に戻せるか、それとも一度緩和すると再び 

規制しづらいからそれはできないか。あるいは、例えば屋外で実施する内容のもの 

については予約、人数の制限をなくすことを、検討してもらうことはできますか。 

 

委員：屋外でやることなら、そこまで人数を制限しなくてもよいのではないでしょ 

うか。望遠鏡をみるのは、制限が必要かもしれないが、屋外なら可能ではないでし 

ょうか。 

 

事務局：感染対策には一定のルール、マスク着用、手指消毒、充分な換気、間隔な 



どがあるので、そのような感染対策を行う中でそれぞれ屋外や屋内で行う行事があ 

りますので、その事業に応じた人数制限の検討をしていきたいと考えております。 

また、天候が悪いときは、研修室を使用するケースもあるので、そのような状況も 

踏まえながら考えていきたいと思います。 

 

委員：20名程度という人数制限の定員の根拠はあるのですか。 

 

事務局：天候時には、研修室で来館者対応をする必要があるため、その際に部屋の 

定員 50名の半分程度の 20名程度とさせていただき事業を実施しております。 

 

委員：最近では、接種証明やワクチン・パッケージで旅行割引のような事業もある 

が、そういうことはできませんか。 

 

 事務局：今のところ接種証明の提示や料金割引などといったことは考えており 

ません。 

 

委員：予約は電話受付だろうが、インターネットでの予約はしないのですか。 

 

事務局：電子メールで予約される例もあるが、現在、予約制で人数にも限られてい 

るため、電話とインターネットを系統立てて管理する方法に課題があると思います。 

 

委員：高齢者だと、電話がよいという人もいると思います。 

 

委員：今後も予約制が長く続くようであれば、システムを作っておいた方が後々楽 

なのではないか。例えば、子ども未来館ではインターネット予約システムができて 

います。 

 

委員：他でやっているところは、参考にできるのではないか。業務の負担があまり 

大きいようだといかがなものかと思うが、可能かどうか検討してもらいたいです。 

 

委員：ＳＮＳのみの予約だけはなく、電話での予約も残してもらいたいです。 

 

事務局：「LINE」を使ったイベント予約を始めていますので、ＳＮＳを活用しながら、 

電話予約とのすり合わせをどうするかという問題はありますが、検討できればと思 

います。 

 

（３）令和 5年度実施事業計画について 

事務局より説明。 

令和 5年度事業計画につきましては、基本的に令和４年度事業の内容が基本となり 



まして、観望会、教室、講座を予定しております。何か新たな取り組みなど、ご提 

案ありましたら、よろしくお願いいたします。 

 

≪質疑≫ 

委員：子どもたちは、身の回りの自然に対していい感覚を持っているが、星や夜空 

には、なかなか関心が向かないようです。今、GIGAスクール構想で一人 1台 

Chromebookが用意される時代になりましたが、それを使っていつでもスタードーム 

とつながれるような何かを用意して、子どもたちに関心を持ってもらえないでしょ 

うか。あと、公民館の星の講座には、子どもは参加しているのですか。 

 

委員：臼田公民館が毎年開催している「飯ごう炊さん」と「星の教室」には、大勢 

の子どもたちに参加いただいている状況です。 

 

委員：飯ごう炊さんということが出ましたが、何かと組み合わせるのは効果がある 

と思います。タブレットと組み合わせて何かできると、関心を持ってもらえるので 

はないしょうか。 

 

委員：地元の学校などで観望会など行い星がみられるとありがたいです。 

 

委員：働き方改革が求められる時代なので、夜間に教員が勤務することはなかなか 

できず、学校で実施するとなると難しいと感じます。 

 

事務局：夜ということもあり、小学生を対象とした観望計画をすること難しいです 

が、学校の授業の一環で出前観望会を行うことは可能と考えております。 

 学校とも連携を図りながら工夫して考えていきたいと思います。 

 

委員：公民館でやっていることもあるので、そちらに大勢の小学生に参加してもら 

うことも良いと思います。 

 

事務局：昼間に見られる星もありますので、出前観望会という形でまずは小さい望 

遠鏡でみて、次の段階として、うすだスタードームに来たらもっと大きい望遠鏡で 

星をみる、というような二段構えでできると良いと思いますので何か模索してみま 

す。 

 

（４）その他 

 

≪質疑≫ 

委員：設備に関することですが、洋式トイレに改修してもらえませんか。 

あと、靴のまま入館できるようになりませんか。 



靴底を拭くようなものを何か用意するとか検討いただけませんか。 

 

事務局：文化振興課の他の施設も合わせて、緊急性の高い修繕から計画的に実施 

している状況です。利便性の向上も重要なことだとは考えておりますので、ご意 

見として承りしました。 


